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2年 1組 (男子 14名 女子 12名 計26名 )

教諭 村松 拓

l 単元名   Unit 4 Homestayin the United States(ア メリカでのホームステイ)

2 単元 (桝わ について

このユニットの場面設定はホームステイである。ホームステイ先で想定される会話例や生徒の悩み相談の題材を

通して、コミュニケーションに求められる基本的態度やアドバイスに使われる助動詞や表現を学ぶことができるよ

うになっている。言語表現だけでなく、誠意をこめて自分の意志を伝えることの大切さやホストファミリーの一員

としてのあり方について学ぶことができることから、国際理解教育の教材としても有効である。

このユニットの学習を通じて自分の意志や相手へのアレ イヾスを伝えることができるという実用性にも気付かせ

ていきたし、

3 単元 (桝わ の設定理由

① 櫛 槻

本ユニットでは、have to,do not have to,l■7ill,must,must notを用いた文の形・意味・用法について学凡

これらを学ぶ上で関連づけていかなければいけない既習事項は、1年生で学習した助動詞 canである。助動詞の

しくみや機能についての定着度を確認し再度ふれ、関連させながら本ユニットの学習を進めなければいけない。

また、学習活動を進める中で、相手にアドバイスをしたり自分の意志を伝えることができることに気付かせ、自

らの言葉として身に付けさせたい。

さらに、単元のまとめの時間を設けその中でユニットの学習内容についてまとめるとともにhave toについて

want tOなどと比較しながらまとめたりmustと have toの違いについて、助動詞と不定詞の疑問文と否定文の作

り方についてもふれる必要がある。

② 生徒観

本学級の生徒は海外でのホームステイ経験者はいない。ホームステイをしたいと希望する生徒は女子に数名い

て、他にもホームステイ時の会話や家事の手伝い、ベッドメイク、食事の様子等についてはインターネットや書

物などの情報からある程度知識のある生徒も多い。

また、canを使った英文について国芯答する会話や英文作りができる生徒が多いが、あいまいな生徒も2割程

度いるのが現状である。助動詞の後には必ず動詞の原形がくることについてもほぼ理解が進んでいる。そこで本

時では、助動詞の後にくる動詞の形については簡単にふれる程度とし、自分の意思を示す willの学習に集中させ

ていきたし、

本ユニットでもコミュニケーション活動への積極性を目標に盛り込み、落ち着いた学習態度で授業に臨んでい

る生徒が多いことを生かして、生徒が失敗を恐れず進んで発言できるよう配慮したい。また、言語学習における

誤りが学習意欲をそぐ原因とならないよう、積極性をもつて授業を行うことの大切さを強調し生徒同士で自分の

意志や相手へのアドバイスを伝え合うことができるよう、支援していきたしヽ

③ 指導観

本ユニットでは、Starting Outの時間を利用してホームステイを始めとする異国の文化についてについてふれ

たし、 まず、知識のある生徒に発言を求め知識を共有する。しかし、発言した生徒の知識が足りず文化について

理解が進んでいないと題材について扱いづらい面も生じるため、不足している部分については教師のホームステ

イ経験からの情報を提供したい。

生徒たちは、これまで取り組んできた言語活動の中でも教科書本文の暗唱をはじめとするインプットに多くの

時間を害」いてきた。また、実践的な力を身につけさせるために 時り｀ 書く」ためのコミュニケーション活動に

重点を置いて実施し、このユニットにおいても、have to,do not have to,wtt muSt,must notを 用いた英文に

ふれ、自己表堺力を高めさせたし、 そのために、アウトプットの機会も保障していきたい。

そして、have toの扱い方については、willや mustな どの助動詞と同じようにして学習に取り入れ、haveと

mustの違いや助動詞を使つた時のルール、調頂や動詞の原形といつたルールについては単元のまとめの時間を

使つてふれていきたしヽ



6 指導計画

Unit4 Homettv in the United States(ア メリカでのホームステイ)    ユニット指導時間5時間

7 本時の指導

① 本時の目標

ア ホームステイのマナーについて関心をもつて学習に取り組むことができる。(関心・意欲・態度)

イ 暗唱や「聞く。話す」などのコミュニケーション活動に積極的に取り組むことができる。(関心・意欲・態度)

ウ lvinを用いた文の形・意味 。用法を理解し、willを含んだ対話が表現できる。俵 F■l

12)本時の評価の観点と具体の評価規準

③ 指導の構想

本時の学習課題である「こんなときあなたはどうします力、」の達成に向けて、始めに本時の目標となる英文

町'■ show you.」 の音声を出さない形でビデオによる場面提示を行い、隠された英文をイメージさせることで

本時の学習課題を設定したし、 また、コミュニケーション活動の中に「Butl dort know輛_I'I sholvヌ狐・」

と同じように自分の意思を伝える多くの場面を設けて表環練習した上で

ア どんな場面でwillが使われるか

イ Ivinの意味と用法

ウ winの後に入る動嗣のしくみ

の3点を理解させたい。

そして、その上で反復練習を十分に行い対話表現のときに対話相手を意識しイントネーションに気をつけて

取り組ませてから発表へとつなげ、willを用いた自分の意思を伝える英文のやりとりができることを目指させ

たい。

パー ト名 (時間数) 学習課題 学習内容

iif元のまとめ

(lF寺『1)

LTnit4で学習した内容の確認

をしよう

助動詞を使つた英文についてまとめる。

have toに ついてwa■t toな どと比較しながらまとめ

る。

mustと ha℃ toの違いについてまとめる。

助動詞や不定詞の後にくる動詞についてまとめる。

助動Hplと 不定詞の疑問文と否定文の作り方についてま

とめる。

言�面の観点 A(十分満足できる) B(概ね満足できる) C(努力を要する生徒への支援)

`者
イ 次

・ 鼈 毬 虻 ホームステイのマナーについ

て関心をもつている。

対話表現のときに対話相手を

意識しイントネーションに気

をつけて取り組み発表してい

る。

� の意味を理解し文の形・

意味 。用法を考えながら対話

表現をイ子つている。

ホームステイでは自分でベッ

ドメイクすることを矢Πつてい

る。

対話の練習に繰 り返し取り組

み、発表の場面で最後までilrl

してイfつている。

willの意味を理解 している。

・ベッドメイキングの内容につ

いて確認する。

・対話練習のや り方について確

認する。

・willの意味について確認す

る。

表現の能力 会話や暗唱発表が正確かつ適

切な発話で行われている。

。会話や暗唱発表が適切な発話

で行われている。

。発音の仕方を助言する。



4 研究主題とのかかわり

本校の研究主題『基礎・基本の確かな定着を図る指導法の在り方～学ぶ意欲を高める指導の工夫～』に伴い、

慟 れこおける基礎・基本を、

(1)コ ミュニケーション活動に積極的に取り組み、表現できる。

② haveto,do not have toを 用いた文の形・意味 。用法を理解し、表現できる。

③ w皿 を用いた文の形・意味・用法を理解し、表現できる。

K41 must,must notを 用いた文の形・意味・用法を理解し、表現できる。

O 語句や文を正しく発音する知識を身につけ、語句や文の使い分けを理解できる。

③ 相談とそれに対する助言を読んで、内容を理解できる。

⑦ 苦晴とそれに対する忠告を読んで、内容を理解できる。

とした

学習課題でhave to,do not have to,will,must,must notを含む英文を書いたり、読んだり、聞いたり、言つ

たりすることができることが目標になることを明確にし、基本文を通じて英文の仕組みについて確認し、文作り

やリスニング、スピーキング活動を行うことで主体的に取り組む機会を設け、定着を図りたい。また、身につけ

させたい基礎・基本を理解することで学習したことを使用して、身の回りに使われている内容 α積J、 日標、母

親からのアドバイスなど)を明示できることを確認して意欲を高め、日常生活に有効な英文をつくることができ

て便利という見方・考え方を育てていきたし、 そして、身の回りに使われている有効な内容についてはノートや

学習プリントに必ずまとめることで書く活動を通してまとめとしたし、

5 単元の目標

(1)暗唱や「聞く。話す」などのコミュニケーション活動に積極的に取り組み表現することができる。

(関心・意欲・態度)

② haveto,do not have to,will,must,must notを用いた文の形・意味。用法を理解し、その英文を用いて自分

の意思を伝えることができる。俵功

(3)have to,do not have to,will,must,must notを 含む英文を聞いたり読んだりして内容を理解できる。lJu0

141 相談とそれに対する助言・忠告を呼んで内容を理解し異国の文化にふれることができる。

鯖溜妻 文化の動 の

⑤ 語句や文を正しく発音する知識を身につけ、語句や文の使い分けがわかる。 (言語 。文化の動 の

6  引旨澤妻言十口雪

Unit4 Hollnestay in the United States(ア メリカでのホームステイ)    ユニットヤ籠凱寺間5時間

パー ト名 (時間豹 調 翻 学習内容

SttgOut
(1日寺間)

相手に強く行動を求めるには

どんな表現を使えばよいだろ

う力、

have toや do not haveわ を含んだ英文についてまと

める。

have toや do not have toを含んだ英文を書く。

haveわや do not have toを 含んだ英文の対話を行う。

Dialog

(1時間)   ※本時

こんなときあなたはどうしま

す力%

willを含んだ英文についてまとめる。

willを含んだ英文を書く。

w咀 を含んだ英文の対話を行う。

Reading for

Communication

(2時間)

自分がする必要がある時の英

文について学ぼう。

mustを含んだ英文についてまとめる。

mustを含んだ英文を書く。

mustを含んだ英文に気をつけて英文理解をすすめる。

してはならないことについて

の英文を学ぼう。

must notを含んだ英文についてまとめる。

must notを含んだ英文を書く。

must notを含んだ英文に気をつけて英文理解をすす

める。



④ 本時の展開

15y諭
ア ホームステイのマナーについて関心をもつて学習に取り組むことができた力、 (関心。歳お 枷D
イ 暗唱や「聞く。話す」などのコミュニケーション活動に積極的に取り組むことができた力、憫心・瀞舞態D
ウ winを用いた文の形・意味・用法を理解し、willを含んだ対話が表現できた力ヽ (表功

段階 学習内容 学 習 活 動 け の留意点

導

入

10

分

l Warmup

2 剛

3 課題設定

。英語であいさつをする。

。モァル対話の映像を視聴し、学習課題をイ

メージする。

英語学習の雰囲気を作る。

教科書は閉じさせる。

生徒を主導して課題を決定する。

意 思 表 示 を し よ
ン
フ

展

開

３５

分

簡潔に確認させる。

日頭練習を多く繰り返し発音に

慣れさせる。

机間指導をし、個別指導も行う。

数組のペアに発表させる。

英文を書いたり聞いたりするこ

とで、英文に貫れさせる。

タイマー

ワークシート

生徒同士の協力を促す。

。一人ひとりが相手と協力して活動して

いる力、 (関心・意欲・覚鉦D
・相手の言葉を適切に聞き取り、答えてい

る力、 C勁子・メ調D

製 の学習

本文の内容把握

音読練習

コミユーケ~シヨ

ン活 動

・基本文についてまとめる。

・発音と意味を確認し、反復練習をする。

・音声を2度聞き、質問に答える。

・教師のあとについて音読する。

・Read&LookUpを する。

・ペア読み

・ 2発濠 受

・指示に応じた対話文を完成し、ペアで練習

する。

・ 七か陳習し、発表する。

終
結
め

8 本時のまとめ

9 自己諭

10 次時の予告

学習課題の確認をする。

本時の学習を振り返る。

次時の学習内容について簡単にふれる。

・学習事項を確認させる。


